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【調査研究の概要】 

・上関原発計画をめぐる情勢は福島第一原発事故後、埋立工事は中止している。しかし中国電力が 2012 年 10

月 5日に提出した延長申請について山口県知事は国のエネルギー計画が不確定であるとして 2018年 5月まで

判断を先送りしている。国のエネルギー基本計画政府案では原発を「重要なベースロード電源」との位置付け

がなされ、埋立再開や建設への動きは予断を許さない。国内外の研究者が“奇跡の海”と称賛する生物多様性

のホット・スポットは依然、存続の危機にある。 

・2008年に山口県を相手取り、公有水面埋立免許取消を求め提訴した 2件の裁判で（祝島漁業者/上関自然の権

利訴訟）で裁判所が現地視察を決定したのが明るい展望である。 

【調査研究の経過】 

A) カンムリウミスズメ調査：海上センサス/41 回、スポットライトサーベイ調査/2 回、ロッククライミング調

査/2回、ICレコーダー設置調査/3回 

・カンムリウミスズメの換羽について周年の変化を系統的に把握した。 

 越冬期と繁殖期（12月～4月）：のどから顔部分が広く黒色の繁殖羽になる。／ 換羽途中（5月～7月）：

頭からのどにかけて黒白まだら部分がひろがっていく。／ 夏期（8月～9月）：目のまわりからのどにかけ

て広くはっきりと白い非繁殖羽になる。／ 秋期（10月～11月）：非繁殖羽から繁殖羽に変わる。 

B) オオミズナギドリ調査：営巣調査/2回、繁殖期調査/6回 

 ・オオミズナギドリの繁殖阻害要因にカラスやヘビがあることがわかった。 

C) プランクトン/稚魚調査：プランクトン＆稚魚調査/5回 

◆ カンムリウミスズメ調査報告書を 4,000部作成し、上関町民/研究者/会員等に配布している。 

◆ 2015年 5月 27日：カンムリウミスズメの家族群を確認したので記者会見を行い新聞 3紙に発表した。 

◆ 2016 年 3 月 13 日：上関町総合文化センターにおいてミニシンポジウムを開催し、会員や地元町民など 30

名の参加があった。 

◆ 2016年 2月 13日：に開催された太平洋海鳥会議第 43回総会(43rd Pacific Seabird Group Annual Meeting)

でカンムリウミスズメの周年生息と換羽実態について口頭発表を行った。 

【今後の展望など】 

・他地域の研究チームとの連携を図り、カンムリウミスズメの生態/宇和島オオミズナギドリ個体群の解明を進

め、調査報告書を作成し、広報/普及活動を行う。 

・2017年 6月にカンムリウミスズメのシンポジウムを予定している。 

・44th Pacific Seabird Group Annual Meeting/鳥学会/日本生態学会などで発表する予定である。 
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